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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成20年8月14日(2008.8.14)

【公開番号】特開2008-4486(P2008-4486A)
【公開日】平成20年1月10日(2008.1.10)
【年通号数】公開・登録公報2008-001
【出願番号】特願2006-175324(P2006-175324)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   8/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   8/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   8/02    　　　Ｐ
   Ｈ０１Ｍ   8/10    　　　　
   Ｈ０１Ｍ   8/02    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成20年6月26日(2008.6.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃料電池用電解質膜の製造方法であって、多孔質補強膜の表面にフッ素型電解質粒子を
塗布する塗布工程と、電解質粒子を塗布した多孔質補強膜を加熱したプレートを用いて加
熱して電解質粒子を溶融し多孔質補強膜に含浸させて電解質膜とする含浸工程と、前記電
解質膜を表面に凹凸形状を有するプレートで加圧して電解質膜の表面に凹凸を成形する工
程と、を少なくとも含むことを特徴とする燃料電池用電解質膜の製造方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の燃料電池用電解質膜の製造方法であって、少なくとも前記含浸工程を
減圧した環境の下で行うことを特徴とする燃料電池用電解質膜の製造方法。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の燃料電池用電解質膜の製造方法であって、凹凸形成後の電解
質膜に対して電解質ポリマーにイオン交換性を付与する工程をさらに含むことを特徴とす
る燃料電池用電解質膜の製造方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法で製造された燃料電池用電解質膜を用いて膜電極接合体を製造す
る方法であって、凹凸を形成した電解質膜の表面に、電極触媒粒子を塗布するかまたは電
極触媒粒子とフッ素型電解質粒子との混合物を塗布して積層体とし、該積層体を加熱して
電解質膜と電極触媒層とを結合一体化する工程の後に、電解質ポリマーにイオン交換性を
付与する処理を施すことを特徴とする膜電極積層体の製造方法。
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